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1．はじめに
　地震の応力降下量は，断層面の強度と動摩擦応力の差を表す指標である．本研究では，北海道南東沖の太平洋プレー

トの沈み込み境界面の強度と動摩擦応力差の不均質性の空間分布を明らかにすることを目的として，北海道南東沖で発生
した 330個の中規模地震の応力降下量を解析した．解析対象の北海道南東沖では，オホーツクプレートの下に沈み込む
太平洋プレート面上でくり返し大地震が発生している．例えば，北海道の南東に位置する十勝沖において，2003年十勝
沖地震（Mw8.0，以下，2003年本震と表記する)が発生した．この地震の大すべり域は，1952年十勝沖地震の大すべり
域と重なっている (Yamanaka and Kikuchi, 2003)．また，2003年本震後には，本震でのすべりを囲むような顕著な余効す
べりが観測されている (Miyazaki et al., 2004)．このことは，太平洋プレートの沈み込み境界面における強度や応力，摩
擦特性に空間的不均質性があることを示唆している．一方，先行研究により，大地震の大すべり域では恒常的に強度と
動摩擦応力の差が大きく，小地震の応力降下量の解析により，大すべり域を事前に予測できる可能性が示唆されている
(例えば，Allmann and Shearer, 2007，Yamadaet al., 2010)．本研究の解析結果にも先行研究で見られるような応力降下量
と本震でのすべり域との相関関係が得られることが期待される．

2．解析手法
　本研究では，2002年 6月から 2010年 12月までに北海道南東沖（緯度 40.5° Nから 43.5° N，経度 141.0° Eから

146.5° E）で発生した 4.2≦M≦ 5.0の地震の応力降下量を解析した．具体的な解析は，以下の手順で行った．まず 3.0
≦M ≦ 3.2の小地震のうち，解析対称の地震に最も近い地震の波形を経験的グリーン関数 (EGF)とする．そして，解析
対象の地震と EGFとして用いる地震それぞれについて，S波の伝播時間の 2倍の時刻から，1秒ごとにずらして取った
３つのタイムウインドウ (長さ 5.11秒)について，Sコーダ波のスペクトルを求めた．そしてこれらのスペクトル比を計
算することにより，観測波形に含まれる伝播の効果や観測点の特性をキャンセルし，解析対象の地震と EGFとの震源ス
ペクトル比を得た．次に，震源スペクトルが Boatwright (1978)のω −2 モデルに従うと仮定してコーナー周波数 fcを求
めた．さらに，Madariaga (1976)の円形クラックモデルを用いて，コーナー周波数から応力降下量を推定した．

3．解析結果と考察
　応力降下量は 3.0× 10−1 MPaから 2.0× 102 MPaと求められた．図は，応力降下量の空間分布を示している．図か

ら明らかなように，2003年十勝沖地震の余効すべり領域と 2004年釧路沖地震の震源域において，中規模地震の応力降
下量の値に差が見られた．それぞれの領域の応力降下量の平均値は，1.2 MPaと 2.0 MPaであった．この結果は，摩擦特
性の空間不均質性を反映していると考えられる．さらに，1973年根室半島沖地震のすべり域の浅部と深部では，応力降
下量の値がそれぞれ 2.1MPaおよび 1.0MPaとなり，有意な差があった．これは，1973年根室半島沖地震のすべり域内に
おいても，太平洋プレート面上の強度や動摩擦応力に空間不均質性があることを反映しているのかもしれない．
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